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「ti
-―ー迩
宅
由
咋
就
頑

巖
閾
吉
川
氏

1
,
 

雅

俗

の

会

先

哲

叢

談

衆

議

■

宇
都
宮
避
庵

（巻
之
四
）

宇
都
宮
三
近
：・
仕
巖
國
吉
川
氏

松
崎
蘭
谷
撰

「
逝
庵
宇
都
宮

先
生
之
硲
碑
銘
」
（
宝
永
四
年
ト

一
月
ニ
ト
九
日
識
。
雌
碑
は
山

口
県
岩
国
市
普
済
寺
に
現
存
）
に
、
「
先
生
諒
三
近
、

一
名
由
的
、

号
遜
庵
。
藤
原
姓
。
有
宇
都
宮
弥
三
郎
朝
網
者
、
即
其
後
也
0

世

巾
吉
川
君
、
以
忠
勲
顕
」
と
あ
り
。
ま
た
、
野
々
宮
恕
方
編

『
遁

庵
詩
集
』

（
六
巻
六
冊、

正
徳
三
年
刊
。
以
下
『
詩
集
』
と
略
）

の
宇
都
宮
上
斎
序
に
、
「
先
衿
遁
庵
先
生
、
姓
ハ宇
都
ノ宮

両

ハ↓

近
、
｛冗
由
的
、

nn冗
頑
拙
卜。

周
防
岩
国
之
人
也
」
と
あ
り
。

（参
）
南
方
肛
岱
輯

『
巌
山
金
玉
集
』（
明

治

『

四

年
）

遷
奪
幼
叶
娩
學
京
棺
明
層
丁
肖
年
―
ぷ
＇
呼
令
本
楳

•

9 

達
中
賓
詩
久
佐
欺
島
多
東
邑
紀
和
墨
芋
も
．其
ふ
沫

’

.

'

,
I
 

IIJ松
ヽ
ぷ
冬

A
,rio．九
を
打
難
涙
ぷ
rq

ざ＂
a-
一
月
上
丁

恥
光
柘
人
五
蜻
心
邪
ふ
ぷ
ぷ
＾
瓜
れ
書
ふ
7

条
豆
ャ
ぷ
紀

ー

．
 

入

免
我
島^
公
れ
青
〗此
衛
代

＂

忍
師
ふ
霜
惰
か

遡
惹
幼
時
、
涼
學
京
師

「
弱
冠
遊
学
．ソ，
原
師
ぐ
而
教
授
スルコト

rt1
生
卜
余
年
」
（
『
詩
集
』
序
）
。
『
御
家
中
系
図
』
に
、
「
行
年

ト
ヒ
、
広
嘉
公
の
命
に
よ
り
、
京
師
に
遊
学
し
、
松
永
呂
三
翁
の

門
人
と
な
る
」
と
あ
る
事
よ
り
す
れ
ば
、
炭
安
二
年
の
上
洛
。
ま

た

『
岩
邑
年
代
記
』（
岩
国
市
立
徴
古
館
蔵
）
脱
安
二
年
の
条
に

も
、
「
宇
都
宮
巾
的
、
学
文
な
り
」
と
あ
る
。
（
参
）
桂
芳
樹
抒

連
載

そ
の
六
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『
宇
都
宮
遁
庵
』（
昭
和
丘
卜
q

＿一
年
、
岩
国
徴
占
館
）

明
暦
丁
酉
、
年
二
十
四
：
．
名
巌
邑
紀
行
、
印
行
干
世

『
巌
邑

紀
行
』
は
大
本

一
巻

一
冊、

宝
水
元
年
flJ。
そ
の
本
文
冒
頭
に
、

「
明
肝
三
年
き
さ
ら
ぎ
の
は
じ
め
、
我
帰
る
さ
と
の
君
命
に
よ
り

て
馴
し
部
を
出
侍
り
け
る
に
」
と
あ
る
。
ま
た
巻
末
に
、
「
以

K

詩

一
面
首
、
和
歌
十

一
首
、
1
月
四
日
に
都
を
出
て
ト
一
斤11
に
旧

里
へ
帰
る
。
其
間
の
日
数
九

R
也
。
予
、
時
に
行
年
――
卜
四
蔵
也
」

と
あ
る
。

其
居
京
、
學
於
松
永
尺
五
門

松
永
尺
五
は
仙
者
。
明
暦
一1
年

名
竺

一日
没
、
六
十
六
歳
。
家
抱
講
習
堂
に
て
門
弟
を
教
授
し
た
。

紀
行
難
波
吟

『
巌
邑
紀
行
』
所
収

「
難
波
吟
」。

以
下
は
そ

の
抄
出
。

昨
日
二
月
上
丁
日
：
．
思
師
友
意
恨
恨

〈
本
文
異
同
〉
な
し
。

誂
苦
党
に
お
け
る
炭
安
丘
年
次
の
釈
伶
会
の
次
第
を
出
録
し
た

『
釈

伶
念
収
例
』
（
一

冊
、
享
保
一i
卜
年
T
I
。
内
閣
文
州
蔵
）
に
は
、
「
維

時
炭
安
第
丘
歳
壬
辰
こ
月
L
r
日
、
仙
業
教
授
尺
丘
党
上
人
昌
．
―q
、

謹
以
芹
泌
沿
我
梢
酌
之
級
●
、
栄
レ莫

至

兜
先
師
孔

f
之
神
位

」

（「
祭
文
」）

等
と
あ
る
。

~! ふ ul一A.. ~ 肴。-北,tt: ~p 入以日
亦六 ，＇和＇山本

倶月い’剥叫二1以痕，令心＼
四 1次入杓

知 Iいぶ
叫 ；11 I而
日 j ~JJt 、ヤ
J-, 之巖）" I 
鹿 1名薗I清
ふ益《禁げ
祐 .. 'i銀 、1専：
l"'~I 其軟須戸1達 1年，占―
がザ久北1事
I、f.J(4災級
,,. 1:i~~1 r-. 忘＇す:\~、

嘗
著
日
本
古
今
人
物
史

『
日
本
古
今
人
物
史
』（
以
下

『
人

物
史
』
と
略
）
は
大
本
ヒ
巻
ヒ
冊
、
窃
文
九
年
刊
。
窃
文
八
年
、

山
科
長
安
序
。
題
箔
は

「
11
本
人
物
史
」。

初
板
本
炎
付
に
は
、

「
空
文
九
年
己
酉
九
月
吉

n／
占
林
新
右
衛
門
板
」
と
あ
る
が
、

諸
本
に
は
他
に
、
本
文
の

一
部
を
修
訂
し
、
炎
付
の

「
新
右
衛
門

板
」
の
部
分
を
削

っ
た
修
訂
本
や
、
そ
の
修
訂
本
を
投
刻
し
、
奥

付
を

「
窃
文
ト

ニ
壬

f
歳
五
月
占
H

淵
刊
」
と
改
め
た
投
刻
本

等
が
あ
る
。
因
み
に
、
本

1り
に
は
何
処
に
も
遁
庵
の
冴
名
は
な
く
、

ま
た
山
科
長
安
の
が
文
の
中
で
も
、
「
或
人
」
の
撰
と
し
て
そ
の

笞
者
名
が
隠
さ
れ
て
い
る
が
、
如
兄
文
卜
年
f
l
j
仕
〕
藉

H
録
で
は
既
に
、

本
淋
の
著
者
が

「
由
的
」
と
さ
れ
て
お
り
、
遁
庵
の
枠
述
な
る
巾

は
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
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而
中
川
清
秀
伝
…
於
巖
國
禁
錮
中
川
清
秀
は
戦
国
時
代
の
武

将
で
、
摂
津
茨
木
城
主
。
も
と
荒
木
村
重
に
仕
え
た
が
、
の
ち
織

田
信
長
に
降
っ
た
。
近
世
の
大
名
、
豊
後
岡
藩
主
中
川
家
の
祖
。

そ
の
「
伝
」
は
、
『
人
物
史
』
巻
之
四
、
「
勇
士
」
部
所
収
。
湯
浅

（
マ
マ
）

常
山
『
文
会
雑
記
』
巻
三
之
下
に
は
、
「
平
安
の
偏
者
宇
津
宮
由

（
マ
マ
）

的
、
日
本
人
物
志
を
著
し
て
、
其
中
に
中
川
瀬
兵
衛
清
秀
を
切
支

丹
お
ち
の
人
な
り
と
書
た
り
。
よ
っ
て
中
川
氏
の
有
司
、
官
へ
こ

と
は
り
て
板
行
を
絶
し
、
由
的
は
別
条
な
し
。
後
、
由
的
、
吉
川

氏
に
仕
し
と
也
」
（
日
本
随
筆
大
成
•
新
版
―
|
―
四
所
収
）
と

あ
り
、
事
件
の
経
緯
が
や
や
詳
し
く
知
ら
れ
る
。
先
ず
、
「
中
川

清
秀
伝
」
の
記
事
が
何
ら
か
の
忌
詭
に
触
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ら

し
き
事
は
、
前
述
し
た
『
人
物
史
』
修
訂
本
の
段
階
で
、
特
に

「
中
川
清
秀
伝
」
の
記
事
が
集
中
的
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
事
実
に

よ
っ
て
も
窺
え
る
。
具
体
的
に
は
、
初
板
本
に
「
（
信
長
ハ
）
以
ニ

キ

カ

弘
通
耶
蘇
宗
ヵ
之
事
＿
‘
令
戸
中
川
・
高
山
犀
戸
冨
磨
下
二
。
中
川
・

高
山
奉
文
兜
而
降
ル
焉
」
（
括
弧
内
は
引
用
者
補
。
返
り
点
等
原
文

通
り
。
以
下
同
）
と
あ
っ
た
箇
所
が
、
修
訂
本
で
は
「
清
秀
悪
一
[

其
不
義
→
而
属
冨m長
一
。
高
山
某
亦
叛
一
〗
荒
木
→
降
＝
信
長
こ
と
改

め
ら
れ
て
い
る
事
、
ま
た
「
（
清
秀
ハ
）
与
＝
佐
久
間
師
〖
ァ
而
死
こ

と
あ
っ
た
箇
所
が
、
「
（
清
秀
ハ
）
与
＝
佐
久
間
師
5

テ
‘
手
カ
ラ
殺
訟
数

人
噂
而
死
こ
と
改
め
ら
れ
て
い
る
事
で
、
全
体
的
に
清
秀
の
武

勇
が
よ
り
強
調
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
改
訂
に

よ
っ
て
、
確
か
に
「
以
一
一
弘
通
耶
蘇
宗
力
之
事
ご
と
い
う
表
現
は

削
除
さ
れ
て
お
り
、
『
文
会
雑
記
』
が
伝
え
る
よ
う
に
、
「
耶
蘇
宗
」

の
語
を
含
む
そ
の
前
後
の
文
脈
が
中
川
家
の
禁
忌
に
触
れ
た
と
い

う
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
次
に
、
こ
の
事
件
で
遮
庵
が
如
何
な

る
処
分
を
受
け
た
か
で
あ
る
が
、
『
先
哲
叢
談
』
で
は
、
蓮
庵
は

延
宝
三
年
六
月
ま
で
数
年
間
（
発
刊
匝
後
か
ら
と
す
れ
ば
約
六
年

間
）
、
祖
国
岩
国
に
禁
固
せ
ら
れ
た
と
し
、
『
文
会
雑
記
』
で
は
、

『
人
物
史
』
が
絶
板
に
処
せ
ら
れ
る
も
、
逓
庵
に
は
「
別
条
な
し
」

と
す
る
。
『
先
哲
叢
談
』
の
記
事
は
、
後
述
す
る
延
宝
一
一
年
頃
の

遜
庵
蟄
居
と
こ
の
『
人
物
史
』
一
件
と
を
結
び
付
け
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
ど
れ
程
の
確
証
が
あ
っ
た
も
の
か
は
定
か

で
な
い
。
ま
た
『
人
物
史
』
が
絶
板
処
分
を
受
け
た
と
い
う
事
に

つ
い
て
も
、
時
代
の
下
る
『
禁
書
目
録
』
（
明
和
八
年
刊
）
「
絶
板

之
部
」
に
は
確
か
に
そ
の
書
名
が
見
え
は
す
る
が
、
し
か
し
『
人

物
史
』
の
発
刊
後
間
も
な
く
、
問
題
箇
所
を
改
刻
し
た
修
訂
本
、

及
び
そ
の
覆
刻
本
が
出
さ
れ
て
い
る
事
は
先
述
の
通
り
で
あ
り
、
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ま
た
そ
の
It〕
名
は
突
文
十
年
以
降
の
It2
藉

H
録
に
も
見
え
続
け
て

い
る
か
ら
、
禁
固
、
絶
板
共
に
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

数
年
遭
赦
：．
延
賓
乙
卯
六
月
二
十
四
日

『
厳
打
院
御
実
記
』

巻
五
卜
、
延
宝
一l ^

（
乙
卯
）
年
六
月
ニ
ト
四
日
の
条
に
、
「
四
月

御
法
会
の
赦
行
は
れ
：
…
．
此
赦
に
途
ふ
も
の
店
千
な
り
」
と
あ
る
。

逓
庵
位

『
小
学
句
読
口
義
詳
解
』（
十
四
巻
十
四
冊
、
延
宝
八
年

flj
)
跛
に
、
「
罹
癸
丑

（延
宝
元
年
）
災
、
腿
其
総
。
明
年
打
故
、

放
遂
畿
外
」
と
あ
る
巾
、
ま
た

「
延
宝
四
歳
元
旦
擬
古
」（

『
詩

集
』）

と
題
す
る
詩
に
、
「
去
年
放
遂
日
。
塾
居
湖
水
浜
。
：・・:

．．．
 
今
也
有
党
法
q

゜
門

見

洛

陽

春

ヴ」

の
句
が
あ
る
事
よ
り
す

れ
ば
、
逝
庵
は
延
宝
二
年
に
何
ら
か
の
罪
を
得
て
洛
外
に
猥
居
さ

せ
ら
れ
、
翌
二
年
中
に
は
赦
免
さ
れ
て
い
た
事
に
な
る
が
、
そ
れ

が
こ
の
六
月
ニ
ト
四
日
の
赦
で
あ
っ
た
と
い
う
確
証
は
今
の
所
取

れ
な
い
。
又
こ
の
時
の
蟄
居
が

『
人
物
史
』
惰
禍

一
件
と
結
び
付

く
の
か
ど
う
か
疑
問
の
あ
る
ド
は
先
述
の
通
り
。

是
日
、
山
鹿
高
祐
：．
亦
倶
赦

山
鹿
2

り
回
祐
は
号
索
行
。
兵
学
者
。

貞
が
二
年
九
月
ニ
ト
六

n没
、
六
十
四
歳
。
窃
文
六
年
卜
月
＿―
-日
、

朱
チ
学
を
批
判
し
た

『
聖
教
要
録
』
の
宜
禍
に
よ
っ
て
赤
穂
に
配

流
さ
れ
、
延
尽

卜
四

11
に
赦
免
さ
れ
た
。
（
参
）
堀

年
六
月

避
苺
博
學
著
多
：
．便
初
學

伊
藤
東
涯

『
先
浙
伝
』（
享
保

ト
四
年
自
序
）「
宇
都
宮
避
庵
」
の
条
に
、
「
四
占

・
小
学

・
近
思

録
等
占
、
凡
数
卜
部
、
学
千
必
読
It
ロ、
多
加
細坪標
註
．、
為
世
所
珍
」

と
あ
る
。
ま
た
望
月
三
炎

『
鹿
門
随
喰
』
に
は
、
「
昔
、
宇
部
宮

由
的
と
い
ふ
糾
者
、
四
占
の
頭
占
を
し
て
名
闘
く
成
た
る
也
」

（藝
林
設
占

・
巻
二
所
収
）
と
あ
る
。
遁
庵
の
四
占
注
釈
と
は
、

『
首
占
四
占
集
註
』（
十
冊
、
延
宝
二
年
flj
)
で
あ
ろ
う
か
。
竹
巻

に
藤
厭
捏
窮
に
至
る
ま
で
の

11
本
の
四
It]
受
容
史
を
概
観
し
た
記

小
あ
る
も
、
遁
庵
の
署
名
は
無
い
。
又
、
遁
庵
の
校
註
し
た
諸
占

に
は
、

『
鼈
頭
評
註
占
文
真
宝
前
集
』（
党
文
五
年
flj
)、
『
鼈
頭
近

思
録
』（
延
宝
六
年
刊
）、
『
小
学
句
読
目
義
詳
解
』（
延
宝
八
年
刊
）、

『
文
選
音
註
』（
貞
享
四
年
刊
）、
『
忠
経
集
註
詳
解
』（
元

禄

年

勇
雄

『
山
鹿
索
行
』

（「
人
物
汲
占
」

吉
川
弘
文
館
）

、
昭
和
三
卜
四
年
、
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践
刊
）、
『
杜
律
集
解
詳
説
』（
元
禄
卜
年
祓
刊
）、
『
千
家
詩
佃
諺

紗
』（
元
禄
ト

一
年
刊
）、
『
三
休
詩
詳
解
』
（
元
禄
ト
一一一
年
刊
）、

『
錦
紬
段
詳
註
』（
元
禄
卜
五
年
刊
）
等
が
あ
る
。

時
琥
評
註
由
的
…
故
云
爾

南
川
金
筏

『
閑
散
余
録
』（
明
和

ヒ
年
序
）
巻
之
〕
に
、
「
由
的
ノ
業
ヲ
見
ル
ニ

、
文
咲
ハ
拙
キ
コ

ト
ナ
レ
ド
モ
、
只
博
覧
強
記
ノ
人
ニ
テ
、
諸
々
ノ
苫
二
探
註
ヲ
作

レ
リ
。
其
以
来
ノ
学
者
モ
、
腸
ニ
ハ
其
人
ヲ

iuセ
ザ
レ
ド
モ
、
陰

ニ
ハ
共
忠
ヲ
受
ル
コ
ト
森
キ

ニ
非
ズ
。
京
師
ノ
仙
生
ノ
戯
語

二
風

先
生
卜
言
リ
。
多
ク
頭
内
ヲ
著
セ
シ
ュ
ヘ
ナ
リ
」（

R
本
随
惰
大

成
•

新
版

0
所
収
）
と
あ
り
。

令V"r~で］
則 I •努文的就贈株
入街軋l也b, I 
I 
ぷ書，、カ

v巣棗 I祭氾 I ~l 艤在I 
む総告；今栽沿 j:.

t 

患1質集年い心
代行 .,,~-, A、 し父: -il a寺。
可）~ , -r

，，l 
札以得

ぬ沈，せ:韮 島追
不生乃f吋．急哀
潅之央専 1心い 叶が冷社
其必'_:総以 -lq.讀:
身由蟻Vじ着 .... 之
|真・1<!1J I !X、は後'
ふ先吾 I之占此 1介iーt,1}t』名たlti!
相兄f丈遥`＇いト知事責,,,dl,~ 釣是炉＼

物
祖
彼
、
少
在
上
穂
：．
為
恵
及
海
内
者

物
狙
裸
は
荻
生
狙
株
。

柳
沢
侯
偏
。
享
保
卜
三
年
正
月
卜
九

H
没
‘
iハ
ト
三
歳
。
県
長
伯

は
山
県
良
斎
。
萩
藩
仙
。
享
保
卜
て
年
じ
月
四

R
没
、
八
ト

一
歳
。

『
狙
裸
集
』
巻
ニ
ト
ヒ
に
、
「与
都

□

近
」
と
題
す
る
代
贔
叫
あ
り
。

文
中
に

「
始

n不
保
茂
卿
幼
読
れ
品
四
上
、
蟹
戸
軽
丁
之
錯
処
、
雖

打
疑
義
、
其
執
従
問
決
焉
。
追
乎
得
先
生
所
為
諸
探
註
者
以
読
之
、

逍
日
、
旺
是
恵
人
哉
。
：
．．．．
 
而
今
先
生
所
為
諸
評
註
者
、
独
布
在

而
内
。
：
．．
．．
 
顧
世
人
多
陰
食
共
恵
、
而
賜
招
排
之
。
不
保
之
所
恥

也
」
と
あ
る
。

而
此
書
未
致
、
避
華
就
木

「
就
木
」
は
棺
に
入
る
の
音
心
。
岩

国
市
普
済
寺
に
現
存
す
る
、
先
述
の
松
崎
闇
谷
撰

「
逓
庵
宇
都
宮

先
生
之
錨
碑
銘
」
に
、
「
以
宝
永
四
年
十
月
ト

Fl
終
゜
肛
年
ヒ
ト

有
五
。
葬
手
巌
邑
普
済
寺
山
先
人
筵
側
」
と
あ
る
。
こ
の
碑
銘
に

は
宝
永
四
年
十

一
月
ニ
ト
九
日
撰
文
の
由
が
刻
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

諸
内

（東
洋
文
即
版

『
先
哲
汲
談
』
註
、
そ
の
他
）
が
拠
る
宝
永

六
年
五
月
二
日
没
説
は
誤
伝
で
は
な
か
ろ
う
か
。
猶
、
平
石
直
昭

『
荻
生
狙
裸
年
諮
考
』
（
昭
和
五
卜
九
年
、
平
凡
社
）
で
は
、

こ

の
狙
裸
内
韻
を
宝
永
五
年
朴
の
作
と
推
定
す
る
が
（
六
五
頁
）、

だ
と
す
れ
ば
、
狙
裸
は
遁
庵
が
既
に
逝
去
し
て
い
た
小
を
知
ら
ず

に
こ
の
h
ぃ屈
を
起
布
し
た
巾
に
な
る
。
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周
南
代
父
復
祖
彼
日

周
南
は
山
県
周
南
。
萩
湘
仙
。
宝
暦

年
八
月
ト
ニ
11
没
、
i

ぐ

六

磁
。
『
周
南
先
生
文
集
』
（
宝
暦

ト
年
刊
）
巻
十
に
、
「
復
荻
生
先
生
代
家
君
作

」
と
題
す
る
占
柏

あ
り
。
以
下
は
そ
の
抄
出
。

以
興
都
由
的
書
託
…
悲
哉

〈
本
文
異
同
〉
な
し
。
文
中
、
孝

船
は
周
南
の
名
、
文
甫
は
逓
庵
の
息
、
圭
斎
の
字

（次
条
参
照
）。

ま
た

「
嵯
乎
的
也
、
以
今
年
春
下
世
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、

先
述
の
通
り
逝
庵
の
没
年
月
日
は
宝
水
四
年
卜
月
卜
日
が
正
し
い

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
そ
れ
は

「今
年
春
」
で
は
な
く
、
少
な
く

と
も
前
年
の
冬
だ

っ
た
事
に
な
る
。
更
に
、
前
記

『
荻
生
狙
裸
年

滸
考
』
で
は
、
こ
の
占
禎
を
宝
永
六
年
以
頃
の
作
と
す
る
が

（六

五
貞
）、
こ
れ
は
逓
庵
の
没
年
月
日
を
宝
永
六
年
五
月
二
11
と
す

る
上
記
の
説
を
根
拠
と
し
た
推
定
の
よ
う
な
の
で
、
猶
再
考
の
余

地
あ
る
か
。
該
占
に
拠
れ
ば
、
周
南
は
宝
永
丘
年
六
月
に
萩
に
帰

国
し
た
と
い
う
か
ら

（
同
頁
）、
そ
の
頃
周
南
は
こ
の
占
柏
を
製

し
、
正
確
に
は
前
年
の
冬
で
あ

っ
た
遁
庵
の
逝
去
を
、
誤
っ
た
梢

報
を
得
た
か
何
か
し
て
、
「
今
年
作
」
の
逝
去
と
伝
え
て
し
ま

っ

た
と
考
え
る
の
が
自
然
か
。

（川
平

敏
文

ー
妍
師
専
君
氏
．
ぷ
末
足
之
誂
黛
戻
虻
千
・出
入
贅
棗
臥

．
 

ふ
典
を
‘
笞
求
＊

gす
｀
吉
川
氏
予
防
州
巖
胤
郷
人
爵

t

，
．
 

灼
礼
力
紆

II'

,

＇
．

‘
 

翌
ぅ
翌
で
文
lo飲

rふ
免
千
京
見
伊
鼻
束
涯
氾
崖
年
釦

ー

．

阻
遁
未
先
生
乎
千
松
永
氏
之
凡
叫
，
見
応
応
ふ

叫

男
三
的
…
卒
干
京
師

宇
都
宮
上
斎
。
名
三
的
。
岩
国
藩
偏
゜

伊
藤
仁
斎
門
。
が
保
九
年
八
月
ニ
ト
日
没
、
四
十
八
歳
。

伊
藤
東
涯
記
墓
日

伊
藤
東
旺
は
糾
者
。
元
文
元
年
ヒ
月
ト
ヒ

日
没
、
六
卜
七
歳
。
『
紹
述
先
生
文
集
』
（
宝
府
ト

一
年
刊
）
巻

ト
三
に
、
「圭
斎
宇
都
宮
君
悩
碑
銘
」
と
題
す
る
文
あ
り
。
以
下

は
そ
の
抄
出
。

惟
昔
遡
巷
先
生
…
郷
人
糊
學
君
有
力
駕

A

本
文
異

H
〉
な
し
。

文
中
、
「
先
チ
」
は
伊
藤
仁
斎
。
仙
者
。

立
瓜

年

――一
月
ト
ヒ

R

没
、
ヒ
ト
九
歳
。
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■

武
田
梅
竜

（巻
之
八

）

'必品
一

羹
雙
佑
塁
海
叡
初
危
維
亨
屯
戒
邪
中

一ー＇
字
臼
霊
度
池
記
t
i
|
|
1
|
＇
I

武
欽
紅
：．
請
文
靖

村
瀬
拷
序
撰

「梅
龍
先
生
逍
稿
序

（『
梅

龍
先
生
追
稿
』。

以
下

「追
稿
序
」
と
略
す
）
に

「
先
生
詭
ハ欽
縣
。

主
聖
諜
。
初
諒
ハ維
狐
。
字
ハ峻
卿
。（
中
略
）
中
コc
改

諒

三元
亮
゜

字

t
明
●°

故
後
以
じ
明
ば
刈
行
。
袢
品
宅
有
し惑
スル＇。

自
賊
ス

梅
龍
卜0

（中
略
）
私

溢

t□

文
蜻
先
生

」
と
あ
り
、
『
史
氏
備

考
』
巻
十
四
に
引
く
良
伯
耕
撰

「
文
納
先
牛
雄
磁
」（
以
下

「
雌

函
」
と
略
す
）
に
は

「
先
生
初
名
必
。
字
士
明
。
後
更
名
欽
縣
゜

字
唱
諜
。
別
琥
梅
龍
。（
中
略
）
門
人
私
溢
日
文
硝
」
と
あ
る
。

「遺
稿
序
」
は
詭
を

「
元
必
」
、
「鉦
磁
」
は

「
亮
」
と
す
る
が
、

梅
龍
が

一一
十

一
歳
の
時
に
拷
し
た

「
祭
伊
藤
束
涯
先
生
，
文
」

（『
梅
龍
先
生
追
秘
』
巻
之
四
）
に
は

n身
を
本
文
の
如
く

「亮
」

と
記
し
て
い
る
。
但
し
梅
龍
枠

『
惑
喩
』（
宝
府
五
年
刊
）
の
刊

可心
に
は

「篠
参
蒲
初
名
屯
始
近
改
F
l
欽
絲
災
謀
多
藝
郡
人
今
住

京
都

i

者
」
と
あ
り
、
『
明
文
選
』
の、
H
序

（究
延
二
年
＇
卜
；
月

）

に
も

「
篠
元
亮
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
-
工十

こ
戚
頃
は

「
亮
」
と
名
乗

っ
て
い
た
の
を
後

「
尤
光
」
と
改
め
、
宝
府
五
年

頃
更
に

「
欽
縣
」
と
改
め
た
こ
と
に
な
る
か
。
念
斎
は
大
半
を

「
追
稿
序
」
か
ら
採
川
し
た
が
、
，
亮
」
の
み
は

「絡
磁
」
の
説

を
採

っ
た
こ
と
に
な
る
。
梅
龍
と
い
う
号
に
つ
い
て
は
、
、
日
ら
栂

龍
と
り
す
る
こ
と
に
な

っ
た
経
綽
を
記
し
た

「
出
孟
究
」
が

『
梅

龍
先
生
追
稿
』
巻
之
四
に
載
る
。

ま
た
、
本
文
に
は
学
が

っ
て
い
な
い
が
、
梅
龍
が
自
ら
を
芳
蘭

翠
竹

t
人
と
号
し
て
い
た
こ
と
が
、
村
瀬
拷
卒

「
ん
レ
哭
文
納
先

生

」
（
『
拷
氾
J
1
稿
』
巻
之
二
所
収
）
よ
り
知
ら
れ
、

IJM錨
と
い

う
号
は
梅
龍
編

『
明
文
選
』（
究
延
四
年
flj
)
や
同
じ
く
梅
龍
粋

『李
泊
沢
尺
韻
解
』（｛
亙
暦
二
年
刊
、
内
題

「年
泊
沢
尺
聞
便
乾
」）

等
よ
り
知
ら
れ
る
。

美
濃
人

「硲
函
」
に

「
共
祖
某
自
参
河
移
芙
楼
廣
骰
田
宅
。

因
為
災
漿
人
。（
中
略
）
災
謀
者
先
生
桑
梓
」
と
あ
る
。
梅
龍
編

『
明
文
選
』
の

n序
に

「災
股
篠
尤
亮
撰
」
と
あ
る
よ
う
に
、

nら
も
災
炭
人
と
記
し
て
い
た
。

345 



梅
龍
本
姓
・
：
以
篠
田
為
氏

「
辿
稿
序
」
に

「
先
世
出
於
桃

園
親
王
ー
玄
係
源
義
光
•
リ
。
義
光

ー

チ
汲
情
。

稲
武
田
冠
者

→
゜

是
，為
武
田
氏
之
祖
↓。

義
情
十
三
世
ー係
。

大
賠
大
夫
國
信
。

兼

領

ぷ
右
狭
安
藝
ゾ
。
居
小
骰
城
↓。

國
侶
ー孫
義
統
。
為

大

将

軍
汲
昭
叔
父

。
時

波

昭

已

生

柄

，。

面

幽

鼎

狐

。
乱

賊

乗
レ間

。
偏
T

逐
義
統
，。

遂

滑

f
参
河
篠
田
村

。
因
r

為

篠

田
氏
卜」

と
あ
り
、
「硲
函
」
に

「
本
姓
武
旧
氏
。
其
系
出
白
新
羅

『
郎
。
先
生
ヒ
世
之
祖
。
若
狭
守
義
統
。
老
子
参
河
篠
田
。
＋
係

遂
稲
篠
田
氏
」
と
あ
る
。

梅
龍
初
：
．
者
是
也

「之」

は
篠
田
氏
。『
明
必
先
生
辿
船
』

巻
之

二
に

「贈
西
吃
L

明

」
、

MItい巻
之
：
一に

「
九
11
和
函
呟
出
明

見

〗
，贈
」
と
頌
す
る
詩
が
あ
る
。

ま
た
前
出

「祭
伊
藤
束
狂
先

生
ゾ文
」
に
も
白
ら
「
門
人
芙
漿
篠
光
。
謹

作

祭

文

篇

ゾ

記
す
。
そ
の
他
、
「篠
」
は
前
出
の
『
明
文
選
』
（
党
延
四
年
刊
）

や
同
じ
く
前
出
『
李
沿
浪
尺
股
解
』
（
宝
暦
二
年
flj)
等
に
も
見

ら
れ
る
。

後
雖
復
：
為
単
姓

「
辿
稿
序
」
に

「
迄
↓
先
生
．復
い故

。
修
y

為

武

氏
●」

と
あ
り
、
「
給
函
」
に
は

「至
先
生
復
姓
武
田
。
又

省
田
稲
武
氏
」
と
あ
る
。
前
出
『
惑
喩
』
の
梢
田
俯
皮
序
（
突
延

元
年
八
月
）
に

「
武
上
明
氏
」
、
良
伯
耕
序

（宝
暦
四
年
卜
．
月
）

に

「
吾
友
武
聖
設
ナル
者
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
究
延
元
年
頃
よ
り

「
武
」
と
名
乗
っ
て
い
た
か
。

少
年
師
伊
藤
東
涯

「
辿
稿
序
」
に

「
卜
六
ヒ
初
じ
佗
ゆ
．ー。

師

巾
A

伊
藤
束
涯
先
生

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
が
保
卜
六
ー
ト

七
年
頃
束
涯
に
人
門
し
た
か
。
但
し
、
束
涯
の

『
初
見
帳
』

（
山

根
陸
宏

・
作
本
訊
実

「
古
汲
堂
文

ktl蔵
伊
藤
束
涯
『
初
見
帳
』

C
)
ー

（
六
）
」
「
ピ
プ
リ
ア
」
第
九
ト

一
号
ー
九
卜
六
号
に
拠

る
）
に
は
梅
龍
の
名
は
見
え
な
い
。
伊
藤
束
涯
は
糾
者
。
元
文
元

年
ヒ
月
ト
ヒ

H
没
、
が
年
六
ト
ヒ
。
な
お
後
出

「
祭
文
」
注
に
栄

げ
る
よ
う
に
梅
龍
は
東
涯
の
没

nを
じ
月
卜
六

11
と
す
る
。

東
涯
為
：
•
以
島
之
束
涯
が
没
す
る
年
程
前
の

「が
保
乙
卯 と
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東
涯
の
没
年
（
元
文
元
年
）
か
ら
明
霞
の

歳
重
陽
日
」
（
享
保
二
十
年
九
月
九
日
）
に
、
梅
龍
の
た
め
に
記

し
た
東
涯
の
「
維
岳
字
峻
卿
説
」
が
『
紹
述
先
生
文
集
』
巻
之
十

に
載
る
。
「
説
」
の
文
末
に
は
「
因
為
レ
説
ヲ
以
自
助
〕
ム
之
ヲ
云
」
と
あ

る。
而
年
二
十
＿
東
涯
下
世
梅
龍
の
生
没
年
は
「
墓
砥
」
に
「
先

生
以
享
保
丙
申
八
月
七
日
生
。
以
明
和
丙
戌
十
月
十
六
日
卒
。
享

年
五
十
一
」
と
あ
り
、
ま
た
「
遺
稿
序
」
に
も
「
會
碑
匹
疾
二
卒
ス
0

年
五
十
一
。
賓
ー
一和
三
年
丙
戌
十
月
十
六
日
也
」
と
あ
る
。
こ
れ

ら
に
従
え
ば
、
東
涯
の
没
し
た
元
文
元
年
に
は
梅
龍
二
十
一
歳
で

あ
る
。祭
文
『
梅
龍
先
生
遺
稿
』
巻
之
四
に
「
祭
二
伊
藤
東
涯
先
生
＿

文
」
と
題
す
る
祭
文
が
載
る
。
本
文
に
「
元
文
初
元
。
歳
次
二
丙

辰
七
月
十
六
日
。
平
安
ノ
艇
士
東
涯
伊
藤
先
生
易
簑
ス
。
是
歳
九

月
二
十
六
日
。
門
人
美
濃
篠
亮
。
謹
作
二
祭
文
一
篇
↓。
以
告
二
先

生
之
霊
↓
曰
（
下
略
）
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
梅
龍
が
元
文
元
年
九

月
二
十
六
日
に
捧
げ
た
祭
文
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

宇
士
新
宇
野
明
霞
。
儒
者
。
延
享
二
年
四
月
十
七
日
没
、

享

年
四
十
八
。

於
是
従
…
亦
異
世

没
年
（
延
享
一
一
年
）
ま
で
は
足
掛
け
十
年
と
な
る
。

乃
有
哭
詩
『
梅
龍
先
生
遺
稿
』
巻
之
一
に
「
哭
二
宇
士
新
先

生
↓」
が
載
る
。

終
召
為
：
王
侍
讀
「
墓
磁
」
に
「
学
成
妙
法
大
王
。
徴
為

文
李
」
と
あ
り
、
「
遺
稿
序
」
に
は
「
為
二

妙
法
親
王
侍
讀
ー
。

固

移

＝
居
ヲ
干
五
條
橋
ノ
東
。
音
羽
揆
ノ
南
＿
ー
。
有
一卜
居
之
詠
。
應

教
之
諸
什
一
。
親
王
斃
。
又
寓
二
東
洞
街
―
―
-
」
と
あ
る
。

妙
法
院
親
王
第
一
二
十
五
代
門
跡
発
恭
法
親
王
か
。
先
代
の
発

延
法
親
王
は
、
享
保
三
年
十
一
月
三
十
日
に
四
十
三
歳
で
没
し
て

お
り
、
こ
の
時
梅
龍
一
二
歳
で
あ
る
。
ま
た
前
述
の
「
遺
稿
序
」
よ

り
、
梅
龍
が
侍
読
と
し
て
仕
え
て
い
る
時
に
親
王
が
没
し
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
の
で
、
梅
龍
の
没
（
明
和
三
年
）
後
で
あ
る
明
和
五

年
に
生
れ
た
第
三
十
六
代
真
仁
法
親
王
で
も
な
い
。
発
恭
法
親
王

は
、
俗
名
久
嘉
。
享
保
二
年
四
月
＝
一
日
、
霊
元
院
の
第
六
皇
子
と

し
て
生
ま
れ
る
。

享
保
四
年
正
月
二
十
二
日
に
三
歳
で
妙
法
院
門

跡
を
相
続
し
、
同
十
二
年
正
月
二
十
五
日
に
、
十
一
歳
で
親
王
宜

下
。
同
年
三
月
二
十
―
―
―日
に
入
室
得
度
し
、
宝
暦
五
年
五
月
二
十

七
日
に
一
品
と
な
る
。
明
和
元
年
十
二
月
五
日
没
、
享
年
四
十
九
。

（
参
）
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
（
『
群
書
類
従
』
巻
第
六
十
）
、
『
門
跡
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伝
』
（
昭
和
丘
卜

1
,

1

ー

t

,

i

.

i

,
ヽ

□

青
ふ
灼
ぷ
ふ
：
予
武
屯
其
憶
印
5
来
束
虚
＇
少
池

•. 

＇ 

―
碓
趾
硲
万
走

W
紺
困
が
爬
間
光
鋳
金
椛
祉
屁
呪
青
・
主

＇ 

常
島
土
蛛
錢
息
悶
育
ふ
WJL`
意
年
沼
屯
偽
t
又
宇
士

一
祈
羹
剛
茄
蘭
祖
因
ぢ
羹
名
匂
文
叫
判
四， 

，
 

少
吋
ぷ
氏
疱
丸
翌
？
夕
之
款
ぷ
常
5
絡
催
烹
妥
随
陸

9

,

1

、贔
'

1

ぎ
ざ
心
涌
〕
今
式
む
・

『
梅
龍
先
生
追
秘
』
巻
之

憶
昔
歌

川
。東

山
年
：
．
君
子
儒

〈
本
文
異
同
〉
な
し
。
「
辿
秘
序
」
に

「
自
レ幼
錬
ば武
，
打
：駿
性

。
十
六
ヒ
初
テ七
心
祈印子
＿＿。

師

巾
A

伊
藤

束
涯
先
生
＿」

と
あ
る
。

宇
士
新
有
贈
詩
前
出

「
贈
硲
昧
上
明
・-」（
『
明
9

以
先
生
追
稿
』

巻
之
二
所
収
）
。

閉
開
憐
：
愛
君
深

〈
本
文
異
同
〉
な
し
。
詩
「
贈
ぷ
味
点
叫
」

の

一
部
を
引
川
。
な
お
、
明
心
の

「
贈
人篠
士
明

＿」

全
文
を
引
用

す
れ
ば
「
寂
突
；

占
生
ノ

れ
明
時

ヒ
ト

1
1

自
陸
沈
閉
淵
憐

／我
久
•

説
剣
愛
五
冗
深
，

勲
業
無
ク
投
惰
．

文

掌

有

苫

心

甘

春

年
復
刻
版
）
。

所
収

「
憶
背
歌
」
を
引

莫
祉使
i,
．
一毛
五
i
f

」
と
な
る
。

良
伯
耕
撰

「文
硝
先
生
硲
函
」（『
史
氏
備
考
』
巻
十

容
易
屈
兌

墓
碍
記

四
所
収
）
。

少
時
習
：
全
士
也

の

一
部
を
引
川
。

絡
灌
無
文
。
随
陸
無
武

『
晋
内
』
「
前
趙
叔
記
」
に
「
甜
陸

無
武
、
絲
湘
無
文
」
と
あ
る
。「
随
陸
」
は
漢
の
髄
何
と
陸
質
。

「
絲
罹
」
は
洩
の
周
勃
と
湘
嬰
。
と
も
に
翡
祖
に
従
う
。
周
勃
は

絲
県
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
で
絲
侯
と
い
う
。

条
闊
虞
喜
烈
人
學
亦
領
遥
一
命

t
l袴誓

て
ぃ
馴
邑
匂
ヅ
時
塁
羹
114一
ー
贔
裏
が
叩

ー
』
ぷ
湛
芯
手
菜
為
岱
先
生
遁
知
乃
後
軟
沢
図
鉦
今

冬
杢
記
星
乎
免
叱
菜
生
相
爽
撃
名
染
岱
菜
―

-

＇ 

」む林生
2
塁
手
何
不
ー
一
式
苓
2
吃
憂
丘

甚
人
オ
學
言
？

t宇
を
生
釈
＿
E
T
臭
四
不
悧
図

ー
似
1
ぶ
？
殴
州
ぶ
潅
典
刑
を
祖
ャ
乏
似
會
因
麦
＇

こ

l

令
瓜
ふ
吝
加
灸

〈
本
文
異
詞
〉
な
し
。
「
文
靖
先
生
雌
函
」

348 



赤
松
國
鸞
赤
穂
藩
偏
。
名
は
鴻
。
号
愴
洲
、
静
思
翁
。
通
称

玄
隆
、
耕
庵
、
良
平
。
国
鸞
は
字
。
遠
祖
が
播
磨
国
守
護
職
赤
松

家
の
支
流
で
あ
る
こ
と
か
ら
文
事
に
於
い
て
は
赤
松
姓
を
名
乗
る
。

三
日
月
藩
仰
臣
船
曳
道
益
の
次
子
と
し
て
生
れ
、
赤
穂
藩
医
大
川

耕
斎
の
養
子
と
な
る
。
若
く
し
て
京
都
に
遊
学
し
医
学
を
香
川
修

庵
に
、
儒
学
を
宇
野
明
霞
に
学
ぶ
。
二
十
七
歳
の
時
赤
穂
藩
主
に

召
さ
れ
藩
学
教
授
と
な
る
が
、
四
十
―
―
一
歳
で
家
督
を
長
子
蘭
室
に

誼
り
、
再
び
京
都
に
遊
学
す
る
。
寛
政
十
三
年
正
月
八
日
没
、
享

年
八
十
一
。

輿
梅
龍
書
『
静
思
亭
集
正
編
』
巻
之
七
所
収
「
武
聖
誤
」
の

一
部
を
引
用
。
国
駕
が
梅
龍
に
遣
わ
し
た
こ
の
尺
贖
の
返
書
は

『
梅
龍
先
生
遺
稿
』
巻
之
四
に
「
報
二
赤
松
國
鷺
こ

と
し
て
載
る
。

鴻
少
時
…
交
併
芙
〈
本
文
異
同
〉
鴻
—
不
倭
鴻
゜

無
何
先
生
逝
芙
国
鷺
の
師
明
霞
が
没
し
た
の
は
前
出
の
如
く

延
享
二
年
四
月
、
国
鸞
二
十
五
歳
の
時
で
あ
っ
た
。

林
生
前
出
「
報
二
赤
松
国
鷺
―
―-
」
よ
り
梅
龍
と
国
鷺
を
仲
介
し

た
の
は
林
文
泉
。
文
泉
は
『
梅
龍
先
生
遺
稿
』
巻
之
二
に
「
興
二

良
伯
耕
林
義
卿
林
文
泉
池
孔
恭
弟
欽
手
伍
デ
西
萬
里
ヵ
別
荘
↓分
[

韻
ヲ
得
二
蛙
根
一
一
字
一
」
と
題
す
る
詩
が
載
る
こ
と
に
よ
り
、
林
義

卿
こ
と
東
涙
と
は
別
人
で
あ
る
。
国
鷺
と
共
に
明
霰
の
募
を
詣
で

て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
泉
も
ま
た
明
霞
門
か
。
な
お
梅
龍
編
『
明

文
選
』
（
寛
延
四
年
刊
）
、
同
著

『
感
喩
』
（
宝
暦
五
年
刊
）
を
出

版
し
た
京
都
の
書
陣
林
権
兵
衛
は
「
文
泉
堂
」
を
屋
号
と
す
る
の

で
、
こ
の
人
物
を
林
文
泉
す
な
わ
ち
林
生
に
擬
す
る
べ
き
か
。

（
盛
田
帝
子
）
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